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この度は弊社の大型タイヤチェンジャー「TCX-235」をお買い上げ頂き誠にありがとうござ
います。

本機をご使用になる前に必ずこの取扱説明書を注意深く読み、よく理解してからご使用くださ

い。取扱説明書に記載されている注意事項および使用方法をよくご理解頂かないと本機の適正な

能力を発揮できないばかりか、人身事故やタイヤ・ホイールの損傷につながりますので、充分ご

理解のうえ、正しくご使用ください。

また、この取扱説明書はいつでもご使用になれますように大切に保管してください。

尚、取扱説明書・注意ステッカー等は大切に保管・貼付して頂き万一、紛失・汚損された場合に

は速やかにご購入のうえ、正しく保管・貼付してください。

このタイヤチェンジャーはＴＢ．ＬＴチューブレスタイヤ、ＯＲタイヤの交換を行うことができる

タイヤチェンジャーです。
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この取扱説明書では「危険」「警告」「注意」について次のような定義と警告表示を
使用しています。警告表示は、安全作業のために重要な事柄です。  

人身事故や財物損害防止のために重要な事項が記載されていますので、必ずよく理解

してからご使用ください。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う
危険が切迫して生じることが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡、又は重傷を負う
恐れが想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定
される場合。及び物的損害のみの発生が想定される場合。

①取扱説明書をよく読み、よく理解してから使用してください。

②このチェンジャーの操作は、使用方法を熟知した人以外は使用しないでください。

③始業点検及び定期点検は、取扱説明書の本文の指示に従って、必ず実施してください。

④運転時に異音発生等、普段と異なる状態の時は、チェンジャーの使用を禁止し、お買い

　上げの販売会社に連絡して、点検を受けてください。

⑤本機は防水仕様になっていませんので、屋外設置や水による洗浄は避けてください。

⑥このチェンジャーをタイヤ交換以外の目的で使用しないでください。
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操 作 ス タ ン ド

ツ ー ル

ベ ー ス

チ ャ ッ ク

ア ー ム

油 圧 ユ ニ ッ ト

制 御 ボ ッ ク ス

タイヤ回転モーター

フ ッ ト ス イ ッ チ

本機の操作を行います。

タイヤ脱着用ツール

ホイール固定部

油圧発生装置

本体制御用電源部 

タイヤ回転用

タイヤ回転スイッチ

各部の名称と機能（下段はワイヤレスリモコン仕様）
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「入」にすると操作パネルでの操作が有効になります。

（本機は電源スイッチを「入」にしても油圧ユニットは作動しません。

各操作スイッチを操作すると連動して油圧ユニットが作動します。
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ツールの上昇・下降、及び前進・後退を行います。

ツールが下降している状態ではリミットスイッチが作動し、

ツール反転を行わないようになります。

ロックが不完全のままタイヤ脱着を行うとツール部が破損するおそれがあります。
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下

上

前 後

下

上

前 後

ツール回転

中速 　高速ツール回転補助
ダブルシングル

アクション切替

ツール自動後退ツール自動停止ツール自動前進

開閉

チャック

ツール タイヤ

左 右 左 右
タイヤ回転

下

上

前 後

下

上

前 後

wireless

電 源 チャック

ツール タイヤ

ツール回転
左 右

開閉入切

アクション切替
ダブルシングル

ツール回転補助 低速  中速  高速

ツール自動前進 ツール自動後退

ツール自動停止

リモコン操作パネル
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ホイールをチャッキングしたままで長時間放置しないでください。チャッキングが緩み
思わぬ事故につながるおそれがあります。

チャッキング時には必ずホイールのセンターとチャックのセンターが合う様にアーム
の高さを調整してチャッキングをしてください。

ください。

ホールドチャック爪
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ツールフックのロックは確実に行ってください。また、ロックを解除する場合は、
ツールがタイヤ、ホイールと接触していないことを確認してください。
ツールに力をかけた状態でロックを解除しようとすると重大な故障の原因になり
ます。

電源の切断などによる単相運転にご注意ください。本機は高効率ポンプユニット
（モーター、ポンプ、電磁弁一体型）を使用しております。単相運転などでモーター
を破損した場合、油圧ポンプユニットアッセンブリーの交換が必要になります。

－11－



－12－



－13－



楽なバー
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ビードシートクランプ
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ビードを引き出す際、タイヤ爪とホイールが
近づきます。タイヤ爪とホイールが干渉しな
いよう、タイヤを少し上昇させ、タイヤを左
回転してください。
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マウントクランプ
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点検の際、電気部品に触れる必要のある場合は、必ず電源を切ってください。
また元電源を入れたまま電気部品に触れる必要のある時には、端子等に触れ
ないよう充分注意してください。

●カバー等をはずして点検を実施した場合は、必ず元通りに全ての取り付けねじ
　等を使用して元に戻してください。

●点検の結果、異常と思われる箇所が発見された場合は、異常箇所の修復を完
全に行うまでチェンジャーの使用を禁止して、ただちにお買上げの販売会社
に連絡してください。そのままお使いになるとチェンジャーの破損および重大
な事故につながる危険性があります。

本機はモーター出力をチェーンで伝達してタイヤ回転を行っています。チェーンが緩んでき

ましたら、下記の方法でチェーンを張ってください。

        ①チェーンカバーを取り外す。

        ②固定ナットを緩める。（４本）

        ③ボルトＡを締め込んでチェーンを張る。

        ④ボルトＢを締め込んで大・小スプロケットが水平になるよう調整する。

        ⑤固定ナットを締め付ける。

        ⑥チェーンカバーを元に戻す。
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タイヤ回転チェーンと機械各位置のグリスアップシールが示している箇所へグリスの注入、

又は塗布を適時行ってください。

リモコン操作スタンドの電池残量を確認してください。（※無線タイプのみ）

操作パネル上の「Wireless　ランプ」の点滅間隔で電池残量を確認できます。

●電源スイッチを「入」にして

　1.  点滅間隔が 3回　・・・　充分な残量あり

　2.  点滅間隔が 2回　・・・　残量あり

　3.  点滅間隔が 1回　・・・　残量あとわずか

　4.  点滅しない　　　 ・・・　残量切れ、もしくは配線異常

電池が切れたときは図中の電池ボックスカバーを開き電池を交換してください。
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下図■印部のタイヤ回転サーマル復帰ボタンを押してください。サーマルリレーは作動して

しばらくは復帰できません。2～3分待ってから押してください。
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メイン操作パネルの「電源」をＯＮに します。

次に「ツール回転補助」を押しながら「ツール

回転」を「左」に すると油圧ユニットが手動で

起動できます。

（ＯＦＦは「ツール回転」を「右」）

油圧ユニットが動作している状態で、ユニット

ベース内に設置している電磁弁の両端のピン

を押せば、手動で油圧シリンダーを作動でき

ます。

電磁弁とシリンダの関係は左から、

   チャック開閉

   アーム上下

   ツール反転

   ツール上下

   アーム前後

   ツール前後 の順になっています。

チャック開閉

アーム上下

ツール反転

ツール上下

アーム前後

ツール前後
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0.75kW

110mm～480mm
1,700mm
700mm
830kg

許容ホイールサイズ

タイヤ回転モーター

油圧ユニットモーター

楽なバー ---------------------------------1 式

六角レンチセット -----------------------1 式

タイヤレバー ----------------------------1 個

ホールドチャック爪 ---------------------4 個

タイヤクリーム --------------------------1 個

マウントクランプ -----------------------1 個

急速充電器（※）--------------------------1 個

　　　   （※ワイヤレスリモコン仕様のみ）

ビードローラー

ワイヤレスリモコン仕様

アルミ保護リング

許 容 ハ ブ 穴 径

最 大 タ イ ヤ 径

最 大 タ イ ヤ 幅

本 体 重 量

MIN：(1830)

310 1415 (275)

M
IN
：
(1
33
0)

(480) 1120 (340)
MAX：（2090）

755 1540 油圧ホース分：150

MIN：2000

MAX：2445
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年
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TCX-235

TCX-235

2 9 1 0




